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松代聯体育館から公開生放送ノ

まっだいから全国へ発信ノ

　5月25目、ほくほく線開業記念『N　H　Kのど

自慢』の公開生放送が松代町総合体育館で行わ

れました。番組の冒頭には、列車が走る町の姿

や「ほくほく線発祥の地」の石碑、まつだい駅

などが全国津々浦々にまで紹介されました。
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『NHKσ～ど自慢』

松代町総合体育館で

公開生放送〃

▲予選会にもおおぜいの応援

〈柳裕子㌦
　　　　（奈良立）

1　　「太陽のSeason」

墜　　　安室奈美恵

曽㎞

翻
灘
羅
麟
懸
灘
撚
き
羅

　
　
懸
響

　
昭
和
二
十
一
年
か
ら
続
い
て
い
る

日
本
放
送
協
会
の
人
気
長
寿
歌
番
組

『
N
H
K
の
ど
自
慢
』
の
公
開
生
放

送
が
、
五
月
二
十
五
日
、
ほ
く
ほ
く

線
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
松
代
町

総
合
体
育
館
で
関
係
者
を
含
め
て
約

二
千
人
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

　
司
会
の
宮
川
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、

『
N
H
K
の
ど
自
慢
』
は
「
明
る
く

楽
し
く
元
気
よ
く
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
出
演
者
と
観
覧
者
が
会

場
の
中
で
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ

る
番
組
。
出
演
者
は
、
ま
ず
予
選
会

の
二
百
五
十
組
に
残
る
こ
と
、
そ
し

て
、
本
番
の
二
十
組
に
残
れ
ば
放
映

さ
れ
ま
す
。
観
覧
者
の
方
も
、
元
気

　
“
懸
鞭
羅
蒙
製

　
撒織

嚇

欝
講
春

柳真梨子㌦〉
　　　（苧島）・

　「元気だして」

　　大黒摩季

〈池田猛㌦
　　　　　　（松代）

獅　　　「ああ上野駅」

　　　　　井沢八郎

　
鋲
雛
懸
難
騰
難
藩
舞
毒

　
雛　

嚢　
　
　
　
　
ガ
ヤ

　
　
懸
覇

　
㌔

鍵
　
　
霧

灘

に
拍
手
し
、
手
拍
子
を
送
り
、
大
き

な
声
で
声
援
を
送
れ
ば
テ
レ
ビ
出
演

し
て
全
国
の
親
戚
か
ら
電
話
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
…
…
と
会
場
を

な
ご
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
本
番
前
の
十
一
時
五
十
分
か
ら
は

N
H
K
新
潟
の
小
野
洋
三
放
送
局
長

と
関
谷
松
代
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

関
谷
町
長
は
「
ほ
く
ほ
く
線
の
発
祥

の
地
ま
つ
だ
い
で
、
テ
レ
ビ
の
全
国

番
組
を
開
催
で
き
る
意
義
は
大
き
く

感
動
し
て
い
ま
す
。
駅
か
ら
近
い
こ

の
総
合
体
育
館
は
昭
和
五
十
八
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の

方
が
入
っ
た
と
い
う
記
憶
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
日
は
よ
う
こ
そ
」
と
二
階

席
ま
で
満
員
の
聴
衆
に
あ
い
さ
つ
。

　　　　　懲
　　　　簸

　　雛　鶴，
講

．
難
騰
、

巖
灘
鐵

い
よ
い
よ
十
二
時
十
五
分
か
ら
本
番

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
日
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
出

場
者
は
、
二
十
組
二
十
二
人
の
皆
さ

ん
。
松
代
町
か
ら
は
、
五
人
の
方
が

本
選
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
合
格

者
は
五
人
。
惜
し
く
も
当
町
参
加
者

は
合
格
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
西
蒲
原
郡
岩

室
村
か
ら
出
場
し
「
風
岬
」
を
歌
っ

た
田
中
美
穂
さ
ん
に
、
ま
た
、
特
別

賞
は
上
越
市
か
ら
出
場
し
「
麗
子
」

を
歌
っ
た
木
南
三
蔵
さ
ん
に
輝
き
ま

し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
が
過
ぎ
＼

珪
　
奪
臨
鞭

西潟一浩㌦＞
　　　（福島）

「YAH－YAH－YAH」

　　　CHAGE

　　　　　＆ASKA

・・

鮒
摺
u
輪

鰻
．

山岸あい子㌦〉
　　　（蒲生）

　　「女の一生」

　　　三笠優子
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驕し《4賜る《4

　　　　　　　　　　4　　　　　　　　《　　　　　義　　齪騒

5月25日（日）は

放
送
収
録
が
終
わ
っ
た
後
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ゲ
ス
ト
出
演
し
た

中
村
美
律
子
さ
ん
と
加
門
亮
さ
ん
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
曲
づ
つ
の
持
ち
歌

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
は
二
百
五
十
組
の
予

選
会
が
午
後
一
時
か
ら
五
時
過
ぎ
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
代
町
か
ら
は

四
十
組
以
上
が
出
場
し
、
応
援
を
兼

ね
た
観
客
も
千
人
以
上
集
ま
り
、
熱

気
を
帯
び
て
い
ま
し
た
。
始
ま
る
前

に
担
当
者
か
ら
の
説
明
「
本
選
出
場

に
は
歌
の
う
ま
い
下
手
以
上
に
大
切

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
歌
う

こ
と
を
楽
し
む
こ
と
、
歌
が
好
き
で

た
ま
ら
な
い
雰
囲
気
が
大
事
で
す
一

・
獅

▲超満員の体育館は、ものすごい熱気でした

麟．

騨

翻

灘’w冒

事

　
予
選
審
査
は
六
時
半
ま
で
。
そ
の

間
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
あ
り
N
H
K

新
潟
の
木
村
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、

N
H
K
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
出
場
者

を
決
め
る
と
い
う
進
行
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
発
表
。
合
格
者
は
本
人

が
こ
の
場
に
居
な
い
と
失
格
、
打
ち

合
わ
せ
は
こ
れ
か
ら
八
時
ま
で
、
そ

し
て
明
朝
八
時
に
集
合
し
、
リ
ハ
ー

サ
ル
に
参
加
の
で
き
る
人
…
…
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
体
力
も
必
要
な
こ
と
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
．

　
な
お
、
こ
の
予
選
会
な
ど
の
様
子

は
、
六
月
一
日
午
後
六
時
十
分
か
ら

N
H
K
新
潟
放
送
局
制
作
の
新
潟
発

6
1
0
『
全
部
見
せ
ま
す
！
の
ど
自

▼チャンピオン

　「風岬」の

　　　　田中美穂さん

覇
囲
盟

慢
』
と
い
う
特
別
番
組
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
代
町
に
と
っ
て
歴
史
的
と
も
い

え
る
二
日
間
。
心
配
さ
れ
た
空
模
様

も
土
曜
日
の
小
雨
だ
け
、
会
場
内
や

駐
車
場
で
も
大
き
な
混
乱
や
事
故
も

な
く
、
満
足
し
て
帰
途
に
着
く
来
場

者
が
印
象
的
で
し
た
。

　
な
お
、
北
越
急
行
㈱
で
は
、
こ
の

日
、
臨
時
列
車
を
増
発
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
ほ
く
ほ
く
線
は
頼
も
し
い
味
方
。

な
に
よ
り
駐
車
場
の
心
配
が
い
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
強
み
。
松

代
町
の
こ
れ
か
ら
に
明
る
い
展
望
が

期
待
で
き
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

》
軽
妙
な
司
会
の
宮
川
泰
夫
ア
ナ

　
ウ
ン
サ
ー
（
右
）
と
、
N
H
K
ド

　
ラ
マ
新
銀
河
「
雲
の
上
の
青
い

　
空
」
に
出
演
し
、
人
気
上
昇
中

　
の
中
村
美
律
子
さ
ん
。

亀

1〆

躍
鞭
勲
臨

熊
難
繍

　
　
鐵

．
燕
㌔
覇

　
ガ

鰍
瓢麟

擁

　
謙
　
、

▲N　H　Kのど自慢の出場は初めて

　というゲスト歌手・加門亮さん

〈
町
内
で
は
観
覧
希
望
も
多
数
あ
り

　
ま
し
た
が
、
全
員
と
い
う
訳
に
も

　
い
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
人
の
分
も
…
…
と
、
早
い
人

　
は
、
朝
四
時
か
ら
並
び
ま
し
た
。

〉
会
場
入
ロ
に
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が

　
二
台
設
置
さ
れ
、
美
し
い
映
像
が

　
楽
し
め
ま
し
た
。
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安
全
な
水
は
…
…

　
　
　
　
　
水
質
検
査
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
で
は
、
水
道
水
源
か
ら
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
の
給
水
栓
ま
で
安
全
で
お
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
に
よ
り
水
質
検
査
を
行
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
水
質
検
査
は
、
上
越
環
境
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
セ
ン
タ
ー
が
定
期
的
に
採
水
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
な
い
　
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
厳
し
い
管
理
の
下
で
検

査
し
、
発
表
す
る
も
の
で
す
。
検
査

結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
す
べ

て
の
項
目
で
水
質
基
準
値
を
充
分
に

満
た
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
全
国
的
に
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
病
原
性
大
腸
菌
O
1
1
5
7
）
対

策
の
た
め
、
現
在
残
留
塩
素
を
高
く

設
定
し
て
い
ま
す
。
　
一
般
に
「
カ
ル

キ
臭
い
」
と
言
わ
れ
る
の
は
塩
素
が

入
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
塩
素
は
、

水
の
味
を
悪
く
し
ま
す
が
『
消
毒
』

と
い
う
大
切
な
役
目
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
城
川
ダ
ム
か
ら
の
原
水
の

取
水
が
四
月
一
日
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
水
の
需
要
期
に
向

け
て
、
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め

そ
の
威
力
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
水
道

使
用
料
が
町
議
会
第
一
回
定
例
会
で

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
消
費
税
額
だ
け

の
変
更
で
す
。
消
費
税
は
、
三
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
内
、
』

一
パ
ー
セ
ン
ト
は
地
方
消
費
税
）
に

　漏がqけあ〃1ま暫んか9

　漏水は、水道メーターを確認するこ
とで簡単に発見することができます。

　水道の蛇口を全部閉めた状態で、水

道メーターのパイロットが少しでも回

転していれば、どこかで漏水をしてい
ます。

　漏水を発見したら、指定工事店へ修

理の依頼をしてください。

※この水道メ　　　　　　　　　（水の使用量を
＿々＿量寺，。。評　　＿／表わします）※この水道メ

ーターは123㎡

456εと読みま

す　　　ノ

＼　（1㎡未満の

　水量を表わ
　します）

　　めロポ
鯉
．

⑭

璽鵬
ノくイロット

水道メーター

住所　工事店名　　盈

室野三六商会8－2203
室野　関　　商　　店　8－2408

松代藤屋金物店7－2022
松代　前田屋金物店　7－2072

松代小野島電気店7－2159

松代　センダヤ電器　7－2108

松代大和電建㈱7－2135
室野永井工業8－2200
千年高橋電機7－2625
松代　小松屋電機商会　7－2289

犬伏　電気のこやどん　7－2512

太平㈱小野嶋建設7－2118

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
施
行
日
は
、
四
月
一
日
か
ら
で
す

が
経
過
措
置
に
よ
り
水
道
使
用
料
金

の
場
合
、
実
際
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

賦
課
さ
れ
る
の
は
、
六
月
分
の
水
道

使
用
料
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、

全
用
途
と
も
基
本
水
量
を
越
え
た
一

立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二
百
三
十
円

（
消
費
税
別
）
を
請
求
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
に
関
す
る
疑
問
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
課
水
道
室
へ

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　　松代町簡易水道

指定工事店一覧

水道使用料の新旧比較表（消費税を含む月額料金）

較比新料金旧料金0径用途

40円増2，（縛0円2，000円13㎜10血3まで

糊
80円増4，250円ノい70円2〔㎞m2（㎞3まで

闘
110円増5，820円5，710円20㎜30㎡まで旅館用

4



松代町簡易水道の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　採水検査機関：上越環境科学センター

健康に関する29項目 　生涯にわたる連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じない基準を

基とし、安全性を十分考慮して設定された。

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区簡易水道 峠地区簡易水道 海老地区簡易水道 伊沢地区簡易水道
病原

生物
一般細　菌 1mO中、mO個以内 0 0 0 0
大腸　菌群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　ド　ミ　ウ　ム 0．Ol㎎／C以下 0．001㎎／¢未満 0．001mg／C未満 0．001㎎／C未満 0．0㎝mg／C未満
水　　　銀 0．0005㎎／¢以下0．00005㎎／C未満0．00005㎎／C未満 0．00005㎎／C未満0．00005㎎／C未満
セ　レ　ン 0．㎝mg／¢以ド 0．00h㎏／C未満 0．001mg／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満
鉛 0．05㎎／C以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満
ヒ　　素 0．01mg／¢以下 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．0㎝㎎／C未満 0．001㎎／C未満

六価　ク　ロ　ム 0．05mg／C以下 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／2未満 0．005㎎／C未満
シ　ア　ン 0．01㎎／C以下 0．001mg／¢未満 0．0㎝mg／C未満 0．001㎎／C未満 0．001mg／C未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 m㎎／¢以下 0．2㎎／¢ 0．1㎎／C 0．3mg／C 0．8㎎／¢

フ　ツ　素 0．8㎎／¢以下 0．08㎎／C未満 0．08㎎／C未満 0．08㎎／C未満 0．08㎎／2未満

一
般
有
機
化
学
物
質

四塩化炭　素 0．002㎎／C以下 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／2未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満
1，2一ジクロロエタン 0．004mg／C以下 0．0004㎎／¢未満 0．0004㎎／C未満 0．004㎎／C未満 0．0004㎎／C未満
1，2一ジクロロエチレン 一〇．02㎎／2以下 0．002㎎／C未満 0．002mg／C未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満

ジクロロメタン 0．02㎎／2以下 0．002mg／C未満 0．002㎎／2未満 0．002㎎／C未満 0．002mg／C未満
シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mg／C以下 0．004mg／C未満 0．004mg／C未満 0．004㎎／C未満 0．004mg／C未満
テトラクロロエチレン 0．01mg／C以下 0．001mg／¢未満 0．001mg／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001mg／C未満
1，1，2一トリクロロエタン 0．006mg／¢以下 0．0006㎎／C未満 0．0006mg／C未満 0。0006㎎／C未満 0．0006㎎／¢未満
トリクロロエチレン 0．03mg／C以下 0．001㎎／¢未満 0．0㎝㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満
ベ　ン　ゼ　ン 0．㎝㎎／0以下 0．0㎝㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満

消
毒
副
生
成

クロロホルム 0．06mg／C以下 0．023mg／C 0．034㎎／C 0．001㎎／C未満 0．009㎎／C

ジブロモクロロメタン 0．1㎎／2以下 0．001㎎／C 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．002mg／C

ブロモジクロロメタン 0．03㎎／¢以下 0．007㎎／¢ 0．008㎎／C 0．001㎎／C未満 0．004㎎／¢未満

ブロモホルム 0．09㎎／¢以下 0．001㎎／¢未満 0．0㎝mg／C未満 0．001㎎／C 0．001㎎／C未満
総トリハロメタン 0．1㎎／C以下 0．031㎎／¢ 0．043㎎／2 0．001㎎／C 0．015㎎／C

1，3一ジクロロブロペン 0．002㎎／¢以下 0．0002㎎／C未満 0．0002mg／C未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満
シ　マ　ジ　ン 0．003㎎／C以下 0．0003㎎／C未満 0．0003mg／C未満 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／C未満

農
　
　
薬

チ　ウ　ラ　ム 0．006㎎／2以下 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／¢未満

チオベンカルブ 0．02㎎／2以下 0．002㎎／¢未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満

水道水が有すべき

性状に関連する17項目
　水道水としての基礎的・機能的条件の確保のため、生活利用上或い

は水道施設の管理上障害が生ずるおそれのない水準として設定された。

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区簡易水道 峠地区簡易水道 海老地区簡易水道 伊沢地区簡易水道

色

亜　　鉛 1．Omg／¢以下 0．Ol㎎／¢ 0．06㎎／¢ 0．01㎎／C 0．01㎎／C未満
鉄 0．3mg／C以下 0．03mg／¢未満 0．09㎎／C 0．03㎎／2未満 0．04㎎／C未満
銅 LOmg／¢以下 0．01㎎／C未満 0．Ol㎎／C未満 0．01㎎／¢未満 0．01㎎／¢未満

マ　ン　ガ　ン 0．05㎎／C以下 0．005㎎／C 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満

味
　
　
覚

ナ　ト　リ　ウ　ム 200㎎／C以下’ 6．6㎎／C 8．3㎎／C 5．1㎎／C 11．0㎎／¢

塩素　イ　オ　ン 200㎎／2以下 9．0㎎／¢ 9．0㎎／C 5．0㎎／C 8．0㎎／2
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mg／C以下 13㎎／¢ 24㎎／C 19mg／C 120㎎／C

蒸発残留物 500㎎／C以下 43㎎／¢ 85mg／C 65㎎／C 230㎎／¢
有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎／2以下 1．8㎎／C 2．9㎎／C 0．3㎎／C L2㎎／C
1，1，1一トリクロロエタン 0．3㎎／C以下 0．0㎝mg／¢未満 0．001mg／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満臭

い フェノール類 0．005㎎／¢以下 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／2未満

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2㎎／C以下 0．02㎎／C未満 0．02㎎／C未満 0．02㎎／C未満 0．02㎎／¢未満

基
礎
的
性
状

P　H　値 5．8以上8．6以下 6．8 7．4 7．3 7．3

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気　9 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 5度以ド 2度 2度 1度未満 1度未満

濁　　度 2度以下 0．5度未満 0．5度未満 0．5度未満 0．5度未満
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応
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し
ま
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新
成
人
は
71
人

　
今
年
の
成
人
式
は
、
例
年
と
同
じ

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
、
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
華
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
対
象
は
七
十
一
人
、
都

合
で
参
加
で
き
な
い
五
名
の
方
を
除

い
て
、
六
十
六
名
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
ス
ー
ッ
や
振
り
袖
、
羽
織
袴
姿

な
ど
若
々
し
い
顔
ぶ
れ
で
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
天
気
予
報
は
雨
。
し
か
し
、
当
日

は
く
も
り
後
晴
れ
の
絶
好
の
成
人
式

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
新
成
人
の
晴

れ
姿
を
親
御
さ
ん
や
近
所
の
人
達
は

温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
午
前
十
時
半
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
で

西
潟
公
民
館
長
は
「
成
人
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
非
常
に
豊
か
な
時
代
に
育
ち

親
か
ら
も
大
事
に
さ
れ
、
差
別
も
な

く
誠
に
居
心
地
の
よ
い
生
活
を
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
と
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
す
が
、
現
在
の
日
本
は
保
護
規
制

も
な
く
な
り
国
際
的
な
大
競
争
の
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
，
私
た

ち
の
先
輩
は
難
局
に
直
面
し
て
も
そ

れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
適
応
能
力
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
こ
れ

か
ら
こ
の
競
争
に
飛
び
込
む
勇
気
と

そ
れ
を
楽
し
む
余
裕
、
ま
た
、
歴
史

を
正
し
く
理
解
す
る
「
世
界
観
」
や

「
歴
史
感
」
を
身
に
つ
け
て
新
し
い

発
想
で
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
谷
町
長
も
「
ほ
く
ほ
く

線
の
開
通
、
そ
し
て
、
N
H
K
の
ど

自
慢
の
全
国
放
映
な
ど
町
が
明
る
く

活
気
に
あ
ふ
れ
た
中
で
の
成
人
式
を

心
か
ら
祝
福
し
ま
す
。
成
人
は
社
会

的
・
個
人
的
な
絆
を
広
げ
て
社
会
の

大
切
な
構
成
員
に
な
る
こ
と
に
意
義

が
あ
り
ま
す
。
恋
も
愛
も
経
験
さ
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
皆
さ
ん
、
人
を
愛

す
る
よ
う
に
ふ
る
さ
と
松
代
町
も
愛

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
有
用
な
人

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
石
野
理
恵
さ
ん
（
松
代
）
に

町
か
ら
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
記
念
品
目

録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
室
岡

秀
貴
さ
ん
（
松
代
）
と
若
井
博
隆
さ

ん
（
蓬
平
）
は
「
今
日
の
感
激
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
社
会
人
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
松
代
町
で
育
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
大
き
く
飛
躍
し
て
い

き
た
い
っ
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
例
年
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
は
違
い
、
松
代
小
学
校
の

生
徒
に
は
恩
師
で
「
松
代
お
ら
町
」

の
歌
を
一
緒
に
作
っ
た
現
直
江
津
南

小
学
校
の
小
林
友
子
先
生
の
当
時
の

苦
労
や
思
い
出
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
四
年
生
当
時
の
曲
作
り
は
、
研
究

指
定
校
と
な
っ
た
が
課
題
が
見
つ
か

ら
ず
、
方
言
や
「
松
代
の
う
ん
め
え

も
ん
」
を
集
め
る
中
で
生
ま
れ
た
と

い
う
よ
う
な
裏
話
も
飛
び
出
し
ま
し

た
。
曲
が
で
き
た
当
時
、
お
な
か
の

中
で
聞
い
て
い
た
子
も
今
は
小
学
校

四
年
生
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
最
後

に
小
林
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り

「
松
代
お
ら
町
」
を
五
番
ま
で
歌
い

会
場
は
感
激
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
小
堺
知
子
さ
ん

の
進
行
で
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
。
同
級
会

気
分
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
歌
や

思
い
出
話
な
ど
で
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

6



渇
望
す
る
こ
と

　
私
た
ち
七
十
一
名
は
、
両
親
、
家

族
を
始
め
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
を
含
め
新
成
人
の
中
に
は
松
代
に

帰
っ
て
き
た
い
、
働
き
た
い
と
い
う

声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
声
と
は
裏
腹
に
今

持
っ
て
い
る
技
能
を
生
か
す
「
場
」

か
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
が
現
状
で

若
井
博
隆
さ
ん

　
　
（
蓬
平
・
ふ
じ
み
や
）

す
。
松
代
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
施
設
、
対
応

は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
高
齢
化
社
会
を
支
え
て
い

く
の
は
私
た
ち
若
者
で
す
。
ほ
く
ほ

く
線
も
開
業
し
、
今
後
、
町
当
局
の

手
腕
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
場
」
を
与
え
ら
れ
る
日
を
夢
見
て

感
謝
報
恩
の
精
神
で
生
き
て
い
ま
す
。

閣
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見つめ直して

室岡真悠子さん

　　（松代・松栄館）

　
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
下
さ

る
方
々
の
顔
を
見
る
と
、
私
が
無
事

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
家
族
を

始
め
、
親
戚
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
の

お
陰
な
ん
だ
な
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
人
し
た
と
い
う
実
感
は
な
か
な

か
涌
き
ま
せ
ん
が
、
社
会
で
は
す
で

に
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
ま
た
与
え

ら
れ
る
自
由
も
以
前
よ
り
大
き
く
な

る
で
し
ょ
う
。
成
人
式
を
単
な
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
日
を
境
に
こ
れ
か
ら
私

た
ち
は
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
真
剣
に
見
つ

め
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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決
意
と
夢

　
今
年
の
春
、
社
会
人
に
な
り
ま
し

た
。
成
人
と
な
り
社
会
に
出
る
よ
う

に
な
っ
た
私
に
と
っ
て
、
周
り
に
い

る
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
て
る
よ
う

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
そ
の
一
番

の
決
意
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
代
を
離
れ
た
二
年
間
の
短
大
生

活
で
、
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
て

た
私
が
こ
れ
か
ら
時
間
と
経
験
を
積

ん
で
で
き
る
こ
と
は
「
与
え
る
」
と

小
堺
知
子
さ
ん

（
松
代
・
つ
か
さ
）

い
う
こ
と
で
す
。
医
療
に
か
か
わ
る

一
人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て

人
々
の
健
康
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
が
決
意
で
あ
り
、
学

生
の
時
か
ら
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

　
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

毎
日
が
忙
し
く
過
ぎ
て
い
く
中
で
も
、

心
の
ゆ
と
り
を
な
く
さ
ず
向
上
心
を

忘
れ
な
い
私
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

成人に

　なれたのかな？

室岡秀貴さん
（松代・いんきょ）

　
人
は
よ
く
『
二
十
歳
に
な
る
と
社

会
の
対
応
が
変
わ
る
』
と
言
い
ま
す

が
、
私
に
は
そ
れ
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
人

に
な
る
ま
で
こ
の
松
代
を
離
れ
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
町
の
人
は
以
前
と

同
じ
対
応
で
す
。
で
す
か
ら
成
人
と

い
う
自
覚
は
持
て
な
い
の
で
す
。

　
私
は
、
高
校
を
出
て
す
ぐ
に
会
社

に
入
っ
た
た
め
、
進
学
し
た
人
た
ち

よ
り
早
く
社
会
人
に
な
っ
た
は
ず
な

の
に
、
そ
の
人
た
ち
の
方
が
ず
っ
と

大
人
に
見
え
る
の
で
す
。
し
か
し
、

私
も
で
き
る
だ
け
早
く
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
仲
間
に
お
い
て
行

か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

ぐ
「
松
代
お
ら
町
」

　
　
五
番
ま
で
歌
い
ま
し
た
。

一
ー
　
一
酢
　
－
薗
　
1
　
－
1
　
，
　
I
I
　
塵
　
1
　
8
　
一
l
　
I
　
I
　
o
　
I
肚
　
I
　
l
　
I
　
，
　
I
　
I
　
I
　
－
l
　
I
　
匹
I
　
I
　
『
l
　
I
ー
ー
　
1
　
，
　
一

ロロ

一
　
　
「
食
」
に
こ
だ
わ
り
を
！

ロ

璽
　
薬
に
頼
ら
ず
病
気
は
自
分

ロ
　
で
食
べ
る
こ
と
で
直
し
て

，

一
　
く
だ
さ
い
。

一
　
熱
弁
の
小
林
先
生
。

一層

　
　
嚢
民
館
曝
観

　
成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き
て
い

ま
す
。
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

参
加
者
は
無
料
で
す
。
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松
代

菅
刈

池
尻

蓬
平

犬
伏

儀
明

福
島

竹
所

む
し
歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子

　
　
　
　
四
月
二
十
三
・
二
十
五
日
の
歯
科
健
診
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
平
　
　
高
橋
　
　
梓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
　
中
沢
康
二

山
岸
陽
太

関
谷
　
広
美

柳
　
　
和
也

柳
　
　
亜
希

室
岡
　
拓
弥

〃
　
郁
弥

小
堺
裕
樹

山
本
　
高
宏

山
本
　
竜
太

柳
　
　
萩
野

山
本
　
　
涼

小
堺
加
菜

西
潟
乃
野
子

佐
藤
　
美
蘭

勝弘新昭誠　道春　　二浅正
　　　　　浩　　 〃薫　　　 宏

之明一一一　雄樹　　郎夫弘

松
代

蓬
平

孟
地

柳
　
　
拓
夢

清
水
　
一
臣

秋
田
み
そ
ら

小
島
　
　
来

田
辺
　
楓
香

丸
山
　
　
皐

高
橋
　
幸
広

関
谷
　
拓
也

品
田
　
　
梓

大
谷
地
明
希

若
井
　
　
勇

若
月
　
　
翼

栄寛　　　　文伸昭浩
　　亮靖悟等　　　　一治
一一一　　　　雄一夫人

室
野
　
　
高
橋
　
　
晃

敏元智，

雄市範

松
代

苧滝犬清会池千田菅
島沢伏水沢尻年沢刈

室儀
野明

柳
　
　
悠
也

横
尾
　
莉
紗

柳
　
　
貴
明

鈴
木
佳
乃
子

小
林
美
保
子

柳
　
　
勇
一

高
橋
　
拓
也

柳
　
　
大
地

室
岡
　
佐
季

小
野
島
奈
美

小草仲菅石柳柳秋
堺村村井田　　山

望萌　静壮佑春晋
夢絵実香汰果菜也

正聡和幹浩藤雅正正正政　典辰政　賢好
　　　　　　　　　　　悟　　　 孝

秀子人雄史雄彦行志一美　起男広　治一

松
代

太
平

武山加笛樋
田岸藤木口

　萌　翔真
彩子正太生

　　由政広
篤宏香
　　里昭栄

蓬
平

室犬
野伏

南山小
雲本堺
　　ま
優　ど
一茜か

　浩春
隆一
　郎樹

松
代

室寺池
野田尻

関
谷
　
　
翼

樋
口
真
登
香

小
堺
　
彩
佳

井
上
真
菜
美

佐
藤
　
雄
真

誠
　
司

　
彰

良
　
平

　
傑

秀
　
行

太
平
　
　
山
岸
　
興
平
　
　
正

千
年
　
　
武
田
　
佳
奈
　
　
俊

会
沢
　
　
小
野
島
　
愛
　
　
正

室
野
　
　
小
堺
錬
太
郎
　
　
真

い
し

…
常
田
富
士
男
と

ロ

…
　
七
月
十
二
日
出

一ーロ

…
　
　
午
後
六
時
か
ら

一一　ロ

…
上
越
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

一

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
奏
団
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
『
絵
本
の
よ
う
な
音
楽
会
』
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暉

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
コ
じ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
じ
コ
ロ
ロ
し
し
ロ
ロ
ロ
ロ
ラ
ロ
コ
　
ぱ
じ
ラ
ラ
し
ロ
ロ
　
ロ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ラ
ロ
ド
じ
ロ
し

…
《
入
場
料
》
一
般
券
…
二
千
五
百
円
…

…
　
　
　
　
子
供
券
…
一
千
五
百
円
…

　
（
当
日
五
百
円
増
、
全
席
自
由
）

…
〈
チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
い
合
わ
せ
》
…

皿
〒
鰯
　
上
越
市
新
光
町
一
－
九
－
十
…

｝
　
　
　
　
　
上
越
文
化
会
館
ま
で
…

…
奮
〇
二
五
五
ー
二
五
ー
四
一
〇
三
…

コ
ウ
ラ
イ

テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ

　
春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
は
本
当

に
楽
し
い
季
節
で
す
ね
。
小
鳥
は
賑

や
か
に
さ
え
ず
り
、
い
ろ
ん
な
草
花

が
咲
き
競
っ
て
い
ま
す
し
、
お
い
し

い
山
菜
採
り
に
快
い
汗
を
流
す
の
は

ジ
ョ
ン
ノ
ビ
な
も
の
。

　
そ
ん
な
山
歩
き
の
途
中
で
、
よ
く

ヘ
ビ
が
舌
を
出
し
た
よ
う
な
形
の
緑

が
か
っ
た
縞
の
あ
る
草
花
に
出
会
い

ま
す
が
、
ヘ
ビ
ゴ
ン
ニ
ャ
ク
と
か
ヤ

マ
ゴ
ン
ニ
ャ
ク
、
な
か
に
は
ヘ
ッ
ピ

ノ
ダ
イ
ハ
チ
な
ん
て
変
わ
っ
た
呼
び

名
を
す
る
人
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
お
嫁
に
来
た
時
、
故
郷
の
呼
び

名
を
持
ち
込
む
の
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
方
言
名
と
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
草
花
は
、
正
式
に
は
ヒ
ロ
ハ

テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
（
広
葉
天
南
星
）
と

い
う
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
で
、
栽

培
種
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
仲
間
で
す
が

食
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ

く
似
て
い
る
が
茎
の
部
分
が
マ
ム
シ

の
肌
の
よ
う
な
不
気
味
な
模
様
が
あ

り
、
花
は
褐
色
の
縞
に
な
っ
て
い
る

の
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
多
く
は
見

掛
け
ま
せ
ん
が
池
尻
の
『
不
動
様
』

の
周
辺
に
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
ほ
か

で
も
た
ま
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
う
と
い
い

ま
す
。
ヒ
ロ
ハ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
よ

り
葉
が
細
か
く
多
数
あ
り
ま
す
。

　
見
方
に
よ
れ
ば
不
気
味
で
す
が
、

私
に
は
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
な
草
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
で
は
野
生
は
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
島
の
青
空
市
場
に

鉢
植
え
で
売
ら
れ
て
い
る
ウ
ラ
シ
マ

ソ
ウ
な
ど
も
こ
の
仲
間
で
人
気
が
あ

る
の
で
す
か
ら
、
好
み
は
見
方
に
よ

る
よ
う
で
す
ね
。

　
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
る
の
も
よ

い
で
し
よ
う
が
、
一
息
つ
い
て
草
花

を
観
賞
し
、
小
鳥
の
声
に
も
耳
を
傾

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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お
元
気
で
す
か
、
皆
さ
ん
！

　
ほ
く
ほ
く
線
に
も
慣
れ
て
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
と
、
行
動
範
囲
が
広
が
っ

て
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

胸
　
婦

②
切
健

暑
　
保

（
あ
っ
、
お
仕
事
の
忙
し
い
方
ご
め

ん
な
さ
い
ね
．
）

　
で
は
、
田
中
先
生
の
お
話
の
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

雇

老
年
病
の
特
徴

ω
体
の
働
き
は
ど
う
な
る
の
？

①
歳
を
取
る
に
つ
れ
て
、
全
身
の
た

く
さ
ん
の
臓
器
の
働
き
が
低
下
し
ま

す
。②

同
じ
年
で
も
、
人
に
よ
っ
て
老
化

の
程
度
に
お
っ
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

③
臓
器
に
よ
っ
て
老
化
の
影
響
が
現

れ
や
す
い
も
の
と
現
れ
に
く
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

●
老
化
し
や
す
い
も
の
1
神
経
、
筋

　
肉
、
心
臓
、
腎
臓
、
肺
な
ど

●
老
化
し
に
く
い
も
の
1
肝
臓
、
血

　
液
、
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
器
官

④
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
初
め
て
影

響
を
受
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
体

の
中
の
酸
素
の
量
や
血
糖
で
す
。
こ

れ
は
、
歳
を
と
る
と
臓
器
と
臓
器
の

共
同
作
業
の
た
め
の
連
絡
が
不
十
分

に
な
る
か
ら
で
す
。

②
心
の
働
き
は
ど
う
な
る
の
？

①
環
境
の
変
化
に
よ
り
知
的
機
能
が

著
し
く
低
下
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

②
歳
と
共
に
、
人
格
の
変
化
が
お
き

て
き
ま
す
。
　
（
3
タ
イ
プ
あ
る
）

●
若
い
頃
か
ら
の
性
格
が
ま
す
ま
す

㌧ジ《ri

鍔排

軸獅
卵
記

御
銑
ぜ

、

昏

瓶
．
「
．

b

．
噺
　
9

渇
4
黒
で
病
ぐ

　
は
っ
き
り
し
て
く
る
タ
イ
プ

●
若
い
頃
の
性
格
と
は
反
対
の
方
向

　
に
変
化
す
る
タ
イ
プ

●
性
格
全
体
に
ま
る
み
を
帯
び
て
、

　
円
満
と
な
る
タ
イ
プ

（
さ
あ
、
皆
さ
ん
は
ど
れ
か
な
？
）

　
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

が
、
老
化
に
伴
う
健
康
度
の
低
下
や

経
済
的
な
問
題
、
家
族
や
社
会
と
の

関
わ
り
の
減
少
、
生
活
目
標
の
喪
失

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
か
ら
、
不
安

や
抑
う
つ
状
態
に
陥
り
や
す
く
な
る

こ
と
で
す
．

③
実
際
に
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る
立

場
か
ら
み
る
と

①
生
活
防
御
力
が
低
下
し
て
い
る
の

で
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
し
か
も

治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
慢
性
の
疾
患
が
多
い
よ
う
で
す
。

③
一
人
で
多
く
の
病
気
を
持
っ
て
い

ま
す
。

④
症
状
が
定
ま
ら
な
い
。

　
心
筋
梗
塞
で
も
胸
が
痛
く
な
ら
な

か
っ
た
り
、
肺
炎
で
も
発
熱
・
咳
・

疲
が
な
く
、
食
欲
の
低
下
や
意
識
が

な
く
な
る
こ
と
で
病
気
を
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
個
人
差
が
と
っ
て
も
大
き
い
。

⑥
臓
器
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る

の
に
一
見
正
常
に
み
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
．

⑦
薬
に
対
す
る
反
応
が
成
人
と
違
い

ま
す
。
お
年
寄
り
で
は
薬
の
副
作
用

が
成
人
に
比
べ
多
く
出
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
●
．
　
．

棚

窃
諺

　
，
《
，
■
（
　
　
　
6
　
　
．

　
　
　
　
　
．
．

　
　
マ
ヨ

“構　
い
－
q
）
頴
．

（
4
　
　
灘
，
L
ー

　
　
　
．
7
　
　
価

㌧
了
『

⑧
病
気
の
結
末
が
医
療
の
み
な
ら
ず
、

社
会
的
環
境
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

㈲
看
護
・
介
護
の
立
場
か
ら
み
る
と

●
体
の
動
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

●
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
転
倒
し

や
す
く
、
そ
の
た
め
に
骨
折
し
た
り

全
身
状
態
の
悪
化
を
き
た
す
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

●
失
禁
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
心
の
状
態
や
社
会
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま

い
ま
す
。

●
病
原
体
に
対
す
る
抵
抗
が
弱
く
な

り
ま
す
。

●
衰
弱
（
低
栄
養
）
し
や
す
い
。

●
便
秘
し
や
す
い
。

●
不
眠
に
な
り
や
す
い
。

●
痴
呆
に
な
り
や
す
い
。

な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
デ
リ
ケ
ー
ト

に
な
る
ん
で
す
ね
。

　
ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
続
き
は
次
回

へ
、
お
楽
し
み
に
i
。

あの感動をもう一度

劇団

民話芸術座

　　　による

『火の鳥』

　　　公演

　
奴
奈
川
小
学
校
後
援
会
と
同
校
の

P
T
A
は
、
昨
年
の
文
化
祭
に
観
劇

「
雪
女
」
を
鑑
賞
し
、
大
き
な
感
動

に
包
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
年
は
、
　
〈
生
き
が
い
と
命
の
尊

さ
〉
を
テ
ー
マ
に
手
塚
治
虫
原
作
の

『
火
の
鳥
』
を
下
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
六
月
三
十
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
半
か
ら

【
場
所
】
奴
奈
川
小
学
校
体
育
館

【
前
売
り
入
場
券
】
お
一
人
五
百
円

　
ふ
る
さ
と
会
館
・
奴
奈
川
小
学
校

　
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
主
催
】
奴
奈
川
小
学
校
後
援
会
・

　
　
　
　
同
P
T
A
の
共
催
で
す
。

【
協
賛
】
松
代
町
教
育
委
員
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
奴
奈
川
小
学
校

清
水
教
頭
先
生
　
智
八
ー
二
二
壬
二

今年の

⑱㊨㊥㊨
　7月7日（月）～

　　　7月11日㈹

　松代町総合体育館で

交通事故に気をつけて！
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役立っています！

　　あなたの簡易保険

平成8年度に融資を受けた事業

施設・事業名 融資額

町道松代海老東山線
　　　　　道路改良

3，700万円

簡保資金　　計 3，700万円

　
皆
様
が
納
め
た
郵
便
局
の
簡
易
保

険
・
郵
便
年
金
の
保
険
料
や
掛
金
の

還
元
融
資
を
受
け
、
平
成
八
年
度
は

町
道
松
代
海
老
東
山
線
の
改
良
工
事

を
行
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
簡
易
水
道
松
代
地
区
第
五

次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年

金
保
険
・
国
民
年
金
の
掛
金
に
よ
る

．
還
元
融
資
を
受
け
、
室
野
浄
水
場
の

浄
水
設
備
、
導
水
管
・
送
水
管
布
設

と
峰
方
地
区
の
配
水
池
増
設
を
行
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
八
年
度
に
「
簡
保
・

年
金
資
金
」
の
融
資
を
受
け
て
整
備

し
た
事
業
は
、
右
の
と
お
り
で
す
。

施設・事業名 融資額

松代地区簡易水道
　　第5次拡張事業

8，680万円

年金資金　　計 8，680万円

〉
松
代
海
老
東
山
線

　
　
工
事
も
終
わ
り
、
冬
道
も

　
　
安
心
で
き
ま
す
。

均
等
法
が
変
わ
り
ま
す
！

六
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
以

来
、
数
多
く
の
企
業
に
お
い
て
女
性

の
雇
用
管
理
の
改
善
が
進
む
と
と
も

に
、
女
性
労
働
者
の
職
業
意
識
も
高

ま
り
、
女
性
の
就
業
に
対
す
る
社
会

一
般
の
理
解
も
進
ん
で
き
ま
し
た
，

　
し
か
し
な
が
ら
女
子
学
生
の
就
職

問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
雇
用
の

分
野
に
お
い
て
、
女
性
が
男
性
と
均

等
な
取
扱
を
受
け
て
い
な
い
事
例
が

依
然
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
労
働
省
で
は
、
雇
用
に
お
け
る

男
女
の
均
等
な
取
扱
の
、
一
層
の
碓
保

を
図
る
た
め
募
集
・
採
用
、
配
置
・

昇
進
に
係
る
努
力
義
務
を
禁
止
規
定

と
す
る
こ
と
、
勧
告
に
従
わ
な
い
法

違
反
企
業
の
公
表
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
法
案
を
第
一
四
〇

通
常
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
室
で
は
、
本
月
間
に
ち
な
み
、

次
の
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
1
2
回
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
推
進
会
議

★
日
時
・
会
場

平
成
九
年
七
月
二
日
　
1
3
時
3
0
分
～

新
潟
ベ
ル
ナ
ー
ル
（
新
潟
市
）

★
内
容
　
①
講
演
「
女
性
労
働
者
の

能
力
発
揮
促
進
の
た
め
の
企
業
の
自

主
的
取
組
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
政
策
調
査
局

　
労
務
法
制
部
次
長
　
西
嶋
美
那
子

②
説
明
「
雇
用
に
お
け
る
男
女
の
均

等
取
扱
の
一
層
の
確
保
を
図
る
た
め

に
」
　
　
　
　
新
潟
婦
人
少
年
室
長

★
対
象
　
事
業
主
、
企
業
の

　
　
　
　
　
　
人
事
労
務
担
当
者
等

■
第
1
2
回
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

★
日
時
・
会
場

　
平
成
9
年
6
月
1
9
日
　
1
3
時
～

　
メ
ル
パ
ル
ク
新
潟
（
新
潟
市
）

★
内
容
　
①
講
義
「
中
堅
社
員
に
求

　
め
ら
れ
る
こ
と
ー
こ
れ
か
ら
の
働

　
き
方
に
つ
い
て
」
新
潟
県
経
営
者

　
協
会
専
務
理
事
　
涌
井
正
剛

★
事
例
発
表
「
新
し
い
仕
事
へ
の

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
私
の
場
合
」

　
「
職
業
生
活
か
ら
得
た
も
の
」

★
対
象
　
中
堅
女
性
社
員

《
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
》

【
参
加
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
】

　
　
新
潟
婦
人
少
年
室
ま
で

　
費
0
2
5
1
2
6
6
1
0
0
4
7

籔
藩
糸

唐辛子を

　大根に差し込む

　
天
ぷ
ら
や
鍋
物
の
薬
味
と
し
て
欠

　
　
　
　
　
　
も
み
　
し

か
せ
な
い
の
が
紅
葉
お
ろ
し
。
大
根

の
風
味
と
唐
辛
子
の
辛
味
の
調
和
が

と
れ
、
見
た
目
に
も
き
れ
い
で
す
。

地
方
に
よ
っ
て
は
紅
お
ろ
し
、
赤
お

ろ
し
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
ま
ん
べ
ん

　
唐
辛
子
が
満
遍
な
く
混
じ
り
合
っ

た
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
は
簡
単
な

よ
う
で
意
外
と
む
つ
か
し
い
も
の
。

「
大
根
を
お
ろ
し
て
、
そ
れ
に
市
販

の
一
味
唐
辛
子
を
混
ぜ
れ
ば
簡
単
に

作
れ
る
」
と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
で
は
紅
葉
お
ろ
し
独
特

の
辛
味
や
風
味
が
出
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
上
手
に
お
ろ
す
方
法
を

ひ
と
つ
。
大
根
に
ハ
シ
の
先
を
使
っ

て
穴
を
開
け
、
そ
こ
に
種
を
と
っ
た

赤
唐
辛
子
（
タ
カ
ノ
ツ
メ
）
を
差
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

込
み
、
一
緒
に
オ
ロ
シ
ガ
ネ
で
擦
り

お
ろ
す
の
で
す
。
こ
う
す
る
と
唐
辛

子
が
満
遍
な
く
混
じ
り
合
っ
た
紅
葉

お
ろ
し
が
で
き
ま
す
。

　
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
に
む
つ
か

し
い
点
は
、
擦
っ
て
い
る
途
中
で
差

10



食
中
毒
の
季
節
で
す

　
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

　
　
　
　
　
　
6
つ
の
ボ
イ
ン
ト

　
昨
年
、
日
本
中
を
大
騒
ぎ
さ
せ
た

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
－
1
5
7
が

今
年
も
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま

す
。
全
国
で
は
、
一
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
家
庭
が
原
因
と
思
わ
れ
る
散

発
的
な
発
生
が
続
き
、
三
月
に
は
死

亡
例
も
報
告
さ
れ
、
県
内
で
も
感
染

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
三
月
下
旬
か
ら
O
－
1

　
①
食
品
を
購
入
す
る
と
き

◇
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

　
は
新
鮮
な
も
の
を

◇
購
入
し
た
食
品
は
、
種
類
ご
と
に

　
包
み
寄
り
道
せ
ず
す
ぐ
持
ち
帰
る

　
②
家
庭
で
保
存
す
る
と
き

◇
冷
凍
や
冷
蔵
の
食
品
は
、
す
ぐ
に

　
冷
凍
庫
や
冷
蔵
庫
に
入
れ
る

◇
肉
や
魚
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

　
入
れ
、
他
の
食
品
に
汁
が
か
か
ら

　
な
い
よ
う
に

5
7
対
策
と
し
て
緊
急
に
監
視
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
七
月

十
五
日
ま
で
を
『
O
－
1
5
7
予
防

特
別
指
導
期
間
』
と
し
て
定
め
、
予

防
活
動
を
強
化
す
る
予
定
で
す
。

　
家
庭
で
も
食
中
毒
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
次
の
『
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

に
気
を
つ
け
て
安
全
な
食
生
活
を
送

り
ま
し
よ
・
つ
。

　
③
下
準
備
を
す
る
と
き

◇
肉
や
魚
の
汁
が
、
生
で
食
べ
る
食

　
品
や
、
調
理
の
済
ん
だ
も
の
に
か

　
か
ら
ぬ
よ
う
に

◇
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
は
手
を

　
洗
い
、
包
丁
や
ま
な
板
も
熱
湯
で

　
消
毒
を

◇
ラ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ
ト

　
野
菜
も
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う

　
④
調
理
を
す
る
と
き

◇
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
う

◇
加
熱
す
る
食
品
は
、
中
ま
で
充
分

　
火
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

　
て
か
ら
食
べ
る
（
7
5
℃
以
上
で
、

　
一
分
間
以
上
加
熱
が
必
要
）

◇
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
調

　
理
時
間
に
気
を
付
け
、
充
分
加
熱

　
す
る
よ
う
注
意
す
る

ミ
ニ
知
識
］

食
品
の

　
　
　
新
鮮
度
チ
ェ
ッ
ク

鮮
魚
”
新
鮮
な
も
の
は
、
魚
体
が
固

　
　
　
く
、
目
が
透
き
通
り
、
尾
が

　
　
　
跳
ね
上
が
っ
て
い
る

貝
類
”
新
鮮
な
も
の
は
、
た
た
き
合

　
　
　
わ
せ
る
と
澄
ん
だ
良
い
音
が

牛
肉
”
鮮
赤
色
で
き
め
細
か
く
、
締

　
　
　
ま
っ
て
弾
力
が
あ
れ
ば
良
質

豚
肉
”
鮮
紅
色
で
つ
や
が
あ
り
、
よ

　
　
　
く
締
ま
っ
た
も
の
が
良
質

鶏
肉
”
肉
の
締
ま
り
が
よ
く
、
皮
の

　
　
　
毛
穴
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る

　
　
　
も
の
が
良
質

冷
凍
食
品
”
包
装
袋
の
中
に
霜
が
た

　
　
　
く
さ
ん
出
て
い
る
も
の
は
、

　
　
　
乾
燥
し
品
質
が
低
下

　
⑤
食
事
を
と
る
と
き

◇
清
潔
な
手
で
清
潔
な
器
具
を
使
い

　
清
潔
な
食
器
に
盛
り
つ
け
を

◇
食
事
を
室
温
で
長
く
放
置
し
な
い

　
O
1
1
5
7
は
室
温
（
2
0
℃
）
で

　
1
5
分
か
ら
2
0
分
で
約
二
倍
に
！

　
⑥
残
っ
た
食
品
の
取
扱
い

◇
残
っ
た
食
品
は
、
早
く
冷
え
る
よ

　
う
に
小
分
け
し
て
冷
蔵
庫
で
保
存

　
を
す
る
。
時
間
が
た
っ
た
ら
思
い

　
き
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

回識知ニミ

冷
蔵
庫
の

開
閉
チ
ェ
ッ
ク

　
室
温
1
8
℃
で
、
1
0
秒
間
開
け
る
と

5
℃
上
が
り
、
室
温
3
0
℃
で
1
5
秒
間

開
け
る
と
、
0
℃
が
1
8
℃
に
。
ま
た

こ
れ
を
0
℃
に
戻
す
の
に
1
0
分
間
も

か
か
り
ま
す
．

ミ
ニ
知
識
回

　
　
H
A
C
C
P
と
は
？

　
狭
い
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
で
、
宇
宙
飛
行

士
が
食
中
毒
に
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
N
A
S
A
（
ア
メ
リ
カ

航
空
宇
宙
局
）
で
は
、
絶
対
安
全
な

宇
宙
食
を
作
る
た
め
に
「
H
A
C
C

p
」
（
浮
N
罠
＞
邑
琶
ω
餌
＆
○
【
一
－

9
巴
○
○
昌
邑
℃
9
旨
ω
　
／
危
害
分

析
重
要
管
理
点
）
と
い
う
衛
生
管
理

の
方
法
を
考
え
出
し
ま
し
た
。

　
製
造
工
程
を
連
続
的
に
管
理
す
る

こ
と
で
、
製
品
全
部
の
安
全
性
を
確

保
し
よ
う
と
い
う
最
新
の
衛
生
管
理

の
方
法
で
す
．

　
家
庭
で
は
、
こ
の
6
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
き
れ
い
」
と
「
清
潔
」
は
違
い

ま
す
。
き
れ
い
に
見
え
る
台
所
や
食

べ
物
が
清
潔
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
外

見
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
衛
生
的
な
調

理
・
取
扱
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

し
込
ん
だ
唐
辛
子
が
抜
け
落
ち
た
り

ち
ぎ
れ
た
り
し
て
失
敗
す
る
こ
と
。

上
手
に
お
ろ
す
コ
ツ
は
、
大
根
を
傾

け
な
い
で
真
っ
す
ぐ
に
立
て
、
ゆ
っ

く
り
お
ろ
す
こ
と
で
す
。
乾
い
て
い

る
唐
辛
子
を
使
う
と
途
中
で
ち
ぎ
れ

易
い
も
の
で
す
。
ぬ
る
ま
湯
に
五
分

ほ
ど
浸
し
て
か
ら
、
大
根
の
穴
に
差

し
込
ん
で
お
ろ
す
と
比
較
的
上
手
に

で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
包
丁
で
切

れ
目
を
入
れ
た
大
根
や
、
輪
切
り
に

し
て
更
に
縦
に
二
つ
切
に
し
た
大
根

の
間
に
、
唐
辛
子
を
入
れ
る
方
法
。

そ
こ
に
、
水
で
戻
し
て
種
を
と
り
出

し
た
唐
辛
子
を
大
根
に
挟
み
ま
す
。

　
二
つ
に
切
っ
た
大
根
は
、
輪
ゴ
ム

で
縛
り
固
定
し
て
お
ろ
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
大
根
を
手
で
強
く
握
っ
て

お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば

唐
辛
子
が
大
根
か
ら
抜
け
落
ち
る
の

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
き
れ
い
な
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
た

め
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
す
。

’P
？

ひ
　
ロ
　

，
，
一
・
”

“
9
．

　
ひ
，
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簾
北
電
力
か
ら
の
　
　
　
．
．

　
　
　
　
　
　
お
鋼
ら
慧
　
　
醐

　
長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
た

東
北
電
力
松
代
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
九
年
八
月
一
日
を
も
ち
ま

し
て
閉
店
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
お
客
さ
ま
窓
口
は

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
に
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
お
引

き
立
て
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
．

●
新
し
い
お
客
さ
ま
窓
口

　
　
（
平
成
九
年
八
月
一
日
か
ら
）

〒
9
4
8
十
日
町
市
宮
田
町
一
－
五

　
智
O
二
五
七
ー
五
二
ー
三
一
〇
七

　
カ

む
．

M膿　
　
ア

禽
　
‘
、

ハ　か灘顧ゆ
　　　り．一．　、’1≦））

丸）づ一

※
な
お
、
お
引
っ
越
し
の
連
絡
や
契

約
容
量
の
変
更
な
ど
の
簡
易
な
お
申

し
込
み
は
東
北
電
力
サ
テ
ラ
イ
ト
・

サ
ー
ビ
ス
店
（
小
野
島
電
気
店
）
で

も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

松
代
町
大
字
松
代
三
六
二
〇
ー
一

　
小
野
島
電
気
店
盈
七
－
二
一
五
九

平
成
九
年
度

在
宅
介
護
マ
ン
パ
ワ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
成
研
修
事

業

【
研
修
内
容
】
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　
　
養
成
研
修
三
級
課
程

【
会
場
】
上
越
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
上
越
市
木
田
新
田
乙
七
八
－
一

【
研
修
期
問
】
9
月
3
・
4
・
1
7
・

　
　
2
5
・
2
6
・
3
0
日
・
1
0
月
1
日
・

　
　
そ
の
他
実
習
一
日
（
1
0
月
中
）

【
受
講
料
】
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス

　
ト
代
実
費
、
八
千
円
程
度
を
徴
収

【
申
込
方
法
】

　
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
電
話
番
号
⑤

職
業
⑥
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
従
事
希
望

の
有
無
⑦
希
望
研
修
会
場
（
上
越
）

を
記
入
し
上
越
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
送
付
す
る
。
な
お
、
返
信
用
に
は

返
信
先
を
記
入
の
こ
と
。

【
締
切
】
6
月
2
5
日
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
〒
9
4
3
上
越
市
本
城
町
五
ー
六

　
上
越
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
介
護
マ
ン
パ
ワ
ー
研
修
担
当

　
個
〇
二
五
五
－
二
六
－
九
三
五
三

新潟県立自然科学館より

夏の特別展

　　「空気と遊ぶ」

7月25日（金）～8月31日（日）

空気の性質のおもしろさ、

不思議さを紹介します。

回
歯
科
の
保
険
診
療
と
、
自
費
診
療

の
違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

囚
基
本
的
に
は
、
保
険
診
療
で
ほ
ぼ

す
べ
て
の
歯
科
治
療
が
行
え
ま
す
。

し
か
し
、
材
料
や
材
質
の
違
い
、
た

と
え
ば
貴
金
属
や
ポ
ー
セ
レ
ン
（
陶

材
）
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
保
険
診

療
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
矯
正
治
療
に
つ
い
て
は
自
費
診
療

ブラネタリウムー
　　　　コンサート

7月6日（日）13：30～14：30

　　　　　15：00～16：00

満天の星空の下で生演奏で

の音楽が楽しめます。

入館料を含めて大人710円

小中学生410円、幼児無料

定員210名

き☆ら・らドーム中里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
く
こ
う
か
い

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
唇
顎
口
蓋

れ
つ裂

に
お
い
て
は
保
険
で
治
療
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人

口
歯
根
）
治
療
も
自
費
診
療
と
な
り

ま
す
。

　
金
属
床
の
総
義
歯
に
つ
い
て
は
、

特
定
療
養
費
制
度
に
よ
り
、
保
険
適

用
の
部
分
は
保
険
で
治
療
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

　7年7月9日にオープンしま
した「ドーム中里き☆ら・ら」

もまもなく2周年を迎えます。

そこで、記念として無料投影を

行います。よケ）多くの皆様から

のお越をお待ちしております。

■ミュージックプラネの部

　・6月29日（日）午後7：30～

　・Uモールプラネタリウム室

　・「N　A　T　Uが来る」特集

　　　渡辺美里、The　Boomほか

　・定員　34名（先着順）

■定期投影の部

　・7月6日（日）午前11：00～

　・Uモールプラネタリウム室

　・7月の星空、流星など

　・定員　34名（先着順）

※いずれも無料。詳しくは中里

村教育委員会　暦0257－63－4478

ほ
く
ほ
く
線
開
業
イ
ベ
ン
ト

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
松
代
町
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ

の
春
ほ
く
ほ
く
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
二
十
四
点
。
町
内

の
写
真
愛
好
者
五
名
と
長
岡
市
か
ら

の
一
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
茂
野
孝
蔵
（
松
代
）

優
秀
賞
関
谷
八
郎
（
松
代
）

　
　
　
　
　
五
十
嵐
郁
子
（
松
代
）

佳
　
作
樋
口
伊
良
（
松
代
）

　
　
　
　
　
桑
原
秀
一
（
長
岡
市
）

　
　
　
　
　
斎
木
　
勉
（
松
代
）

　
応
募
作
品
は
、
五
月
の
連
休
中
、

ふ
る
さ
と
会
館
常
春
ホ
ー
ル
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に覆立てられています・

　　　　　　、∠〃第369回全鵬瀞くじ
、・　。、　　サマージャンボ室くじ

嵯恕恒鱗Ω99熈
競期悶7月22日（火》～8月8日（盒》

燵憲灘灘…講無薯灘購一
1騰一一一一一1ρoo万円一一一一一一126割3澗い合徹！先諭一勘鎮鮒7Tくじ86
罷i：三：：ii二：i三灘三韓二三i二三ξ三謹嚢到　　　　　鳳03’3、線編召

、舞影嵩三淵≡二：i2瀬：譜劃　藩鵯ヨ驕◎国
蒙この広輯廓塾は財団法人全国市町村振興協会の樫撮を得ています、
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山菜とほくほく

大好評の料理に舌鼓！

山菜を楽しむ会

　　　　＆

ほくほくツアーふるさと体験

　
五
月
十
八
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
で

は
十
八
回
目
を
迎
え
ま
す
ま
す
好
評

の
「
ひ
ま
わ
り
会
主
催
山
菜
を
楽
し

む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
一
年
に
一
度
し
か
味
わ
え
な
い

本
場
の
味
』
を
求
め
て
関
東
各
地
や

県
内
か
ら
百
三
十
名
が
参
加
し
て
、

採
れ
た
ば
か
り
の
山
菜
料
理
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
雪
消
え
が
早
く
、
山
菜
の

種
類
に
よ
っ
て
は
そ
の
旬
が
終
わ
り

「松代城」で乾杯！

これなにかしら？

収
穫
に
苦
労
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
ひ
ま
わ
り
会
は
、

食
生
活
推
進
委
員
の
第
一
期
生
が
中

心
と
な
り
結
成
さ
れ
た
会
で
、
当
日

は
会
員
の
他
に
も
お
手
伝
い
に
参
加

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
田
植
え
の
最
中
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
あ
ん
ま
り
喜
ん
で
く
れ
る

の
で
…
」
と
い
い
な
が
ら
、
忙
し
そ

う
に
お
そ
ば
や
お
酒
を
運
ん
で
い
ま

　　　　　　　▲だんごづくりに挑戦！
ほくほくツアー

　　　　　　　▼ツットコの作り方は？

第18回山菜を楽し

し
た
。
ほ
く
ほ
く
線
で
参
加
さ
れ
た

方
が
ほ
と
ん
ど
。
参
加
者
の
な
か
に

は
『
社
会
教
育
訪
中
団
』
の
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
お
聞
き
す
る
と
、
そ

の
親
睦
を
深
め
る
意
味
を
兼
ね
て
参

加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
に
は
、
ほ
く
ほ
く

ツ
ア
ー
が
旅
行
代
理
店
に
よ
り
企
画

さ
れ
、
六
十
人
の
方
が
六
日
町
か
ら

ま
つ
だ
い
駅
へ
降
り
立
ち
、
芝
峠
温

泉
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
蓬

平
小
学
校
で
杉
の
子
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
山
菜
料
理
で
昼
食
を
と

り
、
だ
ん
ご
づ
く
り
や
縄
な
い
体
験

を
し
て
い
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日

に
は
百
二
十
人
の
予
定
と
い
う
こ
と

で
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
N
H
K

の
ど
自
慢
を
見
に
行
け
な
い
と
残
念

が
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
山
菜
料
理
と
ほ
く
ほ

く
線
を
結
び
つ
け
た
企
画
で
こ
れ
か

ら
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

松
代
町
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
こ
け
ら
落
し
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

　
こ
の
ほ
ど
、
松
代
下
町
ふ
れ
あ
い

広
場
が
完
成
し
、
五
月
十
六
日
に
は

松
代
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
協
力

を
得
て
保
育
園
児
が
楽
し
く
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
昨
年
四

月
に
移
転
開
園
し
た
松
代
保
育
園
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の

園
の
隣
に
で
き
た
も
の
で
、
農
山
漁

村
高
齢
者
生
き
が
い
発
揮
促
進
事
業

と
し
て
昨
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
取
り
組
ん
だ
事
業
で
す

が
、
一
般
の
方
も
い
つ
で
も
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。
道
路
で
遊
ば
ず
、

安
全
な
広
場
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
は
交
通
事
故
防
止
や
心
の
健
康
に▲松代保育園の南側にあります

鑛

と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
松
代
町
に
は
太
平
の
農
村

広
場
や
芝
峠
に
も
農
村
公
園
広
場
が

あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
ど

み
だ
り
に
広
場
を
汚
し
た
り
、
火
を

使
っ
た
り
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
広

場
を
保
つ
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
東
北
電
力

　
　
え
麟
ろ
ん
9
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
七
月
は
二
回
実
施
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
午
前
十
時
半
か
ら
午
後
一
時
半

ま
で
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
七
月
八
日
㈹

「
お
い
し
く
夏
を
の
り
切
る
献
立
」

②
七
月
二
十
二
日
㈹

「
い
ろ
ど
り
豊
か
な
夏
の
食
事
」

場
所
…
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

参
加
費
…
五
百
円
　
定
員
…
十
八
名

持
っ
て
く
る
も
の
…
エ
プ
ロ
ン

申
込
先
…
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
盈
〇
二
五
七
－
五
二
－
三
一
〇
七
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助腓自恥②皿の曜毯QQQ4

沖縄さとうきびの上原清善さん

　松代町に

20万円の寄附

　
五
月
二
十
日
、
沖
縄
市
の
上
原
清

善
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
教
育
振
興

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
十
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
助
け
合
い
の
世
の
中
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
平
和
の
根
本

で
す
。
人
口
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

金
額
は
二
十
万
円
と
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
金
儲

け
は
六
十
歳
ま
で
。
そ
の
後
は
財
産

を
殖
や
さ
な
い
よ
う
に
全
国
の
市
町

村
に
寄
付
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
現

在
七
十
八
歳
で
す
が
、
あ
と
十
年
は

続
け
日
本
全
国
に
配
る
の
が
目
標
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
町
で
は
、
上
原
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
り
教
育
の
振
興
に
活
用
さ
せ
る
べ

　
お
じ
さ
ん
、
さ
と
う
き
び
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は

初
め
て
見
る
さ
と
う
き
び
に
と
て
も

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
口
の
中
に
入

れ
る
と
あ
ま
～
い
し
る
が
口
の
中
に

広
が
り
ま
し
た
．

　
み
ん
な
お
い
し
い
と
言
っ
て
、
お

か
わ
り
を
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
四

年
生
だ
け
で
は
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

の
で
、
全
校
の
み
ん
な
に
も
分
け
て

あ
げ
ま
し
た
。
家
の
人
に
も
分
け
て

あ
げ
ら
れ
て
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た

で
す
．

　
私
た
ち
が
苦
労
し
た
こ
と
は
、
さ

と
う
き
び
を
切
る
こ
と
で
す
。
と
て

も
固
く
て
、
な
た
や
の
こ
ぎ
り
を
使

っ
て
切
り
ま
し
た
。
沖
縄
の
子
供
た

ち
が
し
ゅ
う
か
く
の
手
伝
い
を
し
て

い
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
が
、
切
る

の
が
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
松
代
町
で
は
、
毎
年
雪

が
た
く
さ
ん
ふ
り
ま
す
。
じ
ょ
雪
が

間
に
合
わ
ず
、
学
校
に
行
け
な
い
時

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
今
年
は
、

か
ぜ
が
は
や
っ
て
何
人
も
学
校
を
休

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
私
た
ち
は
雪
に
負
け
ず
ス

キ
ー
や
雪
合
戦
を
し
て
遊
ん
で
い
ま

く
努
力
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
来
庁
さ
れ
た
上
原
さ
ん
は
、
今
春

教
育
用
に
と
五
十
キ
ロ
の
砂
糖
き
び

を
教
育
委
員
会
宛
に
送
っ
て
い
た
だ

い
た
方
で
す
。
全
町
の
生
徒
に
配
ら

れ
、
貴
重
な
体
験
学
習
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
松
代
小

学
校
四
年
生
が
書
い
た
作
文
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
。
雪
合
戦
は
、
男
女
手
か
げ
ん
し

な
い
で
投
げ
て
き
た
ら
投
げ
返
し
ま

す
。
雪
玉
は
、
や
わ
ら
か
そ
う
だ
け

ど
当
た
る
と
と
て
も
い
た
い
で
す
。

雪
国
の
冬
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

沖
縄
の
人
に
も
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
で

す
。
私
た
ち
も
大
人
に
な
っ
た
ら
ぜ

ひ
沖
縄
に
行
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま

す
。　

お
じ
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
も
お
体
に

気
を
つ
け
て
お
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う

に
お
い
し
い
さ
と
う
き
び
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勧
県
立
中
央
病
院
　
竣
工
・
移
転

　
　
　
　
開
院
日
と
所
在
地
の
お
知
ら
せ

7
月
2
6
日
ω
　
現
病
院
土
曜
休
診

7
月
2
7
日
⑲
　
現
病
院
日
曜
休
診

7
月
2
8
日
㈲
～
7
月
31
日
㈲

　
　
　
現
病
院
休
診
（
移
転
作
業
）

た
だ
し
①
透
析
部
門
の
休
診
日

　
　
　
3
0
日
㈹
、
31
日
㈲
の
二
日
間

　
　
　
②
救
急
外
来
部
門
の
休
診
日

　
　
　
　
7
月
2
6
㈹
～
8
月
3
日
㈲

8
月
1
日
㈹
　
新
病
院
開
院

　
　
　
　
　
　
　
（
現
病
院
閉
鎖
）

　
　
　
　
　

8
月
2
日
土

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　

8
月
3
日
日

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　

8
月
4
日
月

　
　
　
　
（

新
病
院
土
曜
休
診

新
病
院
日
曜
休
診

新
県
立
中
央
病
院

　
　
通
常
診
療
開
始

〈
新
病
院
へ
の
交
通
手
段
〉

★
路
線
バ
ス
利
用
　
頸
城
バ
ス
が
、

　
1
日
60
便
ほ
ど
乗
り
入
れ
る
予
定

★
自
家
用
車
利
用
　
外
来
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
台
収
容
可
）

TelO255－24－1191

新潟県立中央病院の所在
〒943－0192上越市新南町205（鴨島地内）

　
　
　
／

、
㊨
）

　
　
　
駄
窮
懸

　
　
。
￥
チ
、

　
・
噛
￥
ぺ
1

誌
，

～．／＼

　
　
　
舎

　
　
　
庁

　
　
　
合

　
　
　
総

　
　
　
越

～
上新潟県

腔中央橋

！里聖．哩岡臨

現中央病院

至
新
井

J
R
高
田
駅

信
越
本
線

至
直
江
津
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芝峠温泉に

絵画（油絵）が

寄贈されました。

　
こ
の
ほ
ど
芝
峠
温
泉
『
レ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
峰
』
に
す
ば
ら
し
い
油
絵
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
与
野
市
在
住
の
若
井
登
さ

ん
（
蓬
平
・
ま
す
み
や
出
身
）
の
作

品
で
題
名
は
『
馨
』
。
大
き
さ
は
、

縦
約
百
二
十
セ
ン
チ
、
横
約
九
十
セ

ン
チ
の
大
き
な
も
の
で
す
。

　
若
井
さ
ん
は
、
ク
レ
ヨ
ン
精
製
関

　
　
嘱
託
員
を
1
8
年
！

松
代
前
区
長

》
感
謝
状
を
受
け
る
柳
さ
ん
㈲

係
の
お
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
街
頭
で
は
た
ま
に

似
顔
絵
を
描
い
て
喜
ば
れ
た
こ
と
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
芝
峠
温
泉
で
は
、
現
在
増
築
中
で

来
年
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る
宿
泊
棟
に

飾
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲画題「馨」

〈
五
月
四
日
に
は
藤
東
治

　
歌
謡
シ
ョ
ー
。
超
満
員
で
し
た
。

柳
武
さ
ん
に
感
謝
状
！

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
十
八
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
大
字
松
代
の
区
長
を

務
め
ら
れ
た
柳
武
さ
ん
（
は
ん
ね
ん

さ
）
が
、
四
月
三
十
日
付
け
で
ご
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
集
落
は
、
町
の
中
心
部
で
、

官
公
庁
や
そ
の
出
先
機
関
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
人
口
・
世
帯
数
と
も
町

の
三
割
が
集
中
し
隣
組
数
も
四
十
を

越
え
る
な
ど
町
の
嘱
託
業
務
も
多
忙

を
極
め
る
な
か
、
柳
前
区
長
さ
ん
は

そ
の
ほ
か
に
も
松
代
小
・
中
学
校
の

後
援
会
長
や
流
雪
溝
運
営
協
議
会
長

な
ど
要
職
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
県
や
町
の
事
業
に

も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
用
地
買
収

を
始
め
事
業
の
執
行
に
は
積
極
的
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
は
、
柳
さ
ん
の
功
績
に

対
し
五
月
十
五
日
、
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。
長
い
間
の
激
務
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

雨

　
梅
雨
は
夏
の
季
語
で
、
春
か
ら
夏

へ
の
移
り
変
わ
り
の
時
期
に
ア
ジ
ア

の
東
部
で
起
こ
る
気
象
現
象
で
す
。

た
だ
し
、
北
海
道
に
は
梅
雨
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
入
梅
は
、
関
東
甲
信
越
地
方
で
は

太
陽
暦
の
六
月
九
日
ご
ろ
で
す
が
、

実
際
は
そ
の
年
に
よ
り
地
域
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
．

　
梅
雨
寒
は
「
梅
雨
冷
え
」
　
「
夏
寒

し
」
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。
北

方
の
高
気
圧
か
ら
冷
た
い
北
東
の
気

流
が
梅
雨
前
線
に
吹
き
込
む
と
き
に

起
こ
り
ま
す
．

　
梅
雨
寒
を
扱
っ
た
俳
句
な
ど
を
見

蹴
欝
肇

N
．

　
。
ζ
偽
◎

り
．
．
C
ざ
　
。

し
．
．
．
．
．
Q

讐
．

　
、
　
⊃

て
み
る
と
、
暗
い
雰
囲
気
の
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
梅
雨
の
時
期
に
寒

い
と
冷
夏
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
梅
雨
寒
が
続
く
と
、
夏
服
や
扇
風

機
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
売
れ
行
き
が

落
ち
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
村
で
は
冷
害
に
よ
る
米

作
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
今

は
、
耐
寒
品
種
の
研
究
や
栽
培
技
術

の
進
歩
で
よ
く
は
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
や
は
り
深
刻
な
状
況
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
．

　
さ
て
、
六
月
一
日
は
「
気
象
記
念

日
」
で
し
た
。
明
治
八
年
六
月
一
日

に
、
気
象
庁
の
前
身
の
東
京
気
象
台

が
誕
生
し
た
の
を
記
念
し
て
こ
の
日

が
気
象
記
念
日
と
な
っ
た
の
で
す
。

東
京
赤
坂
葵
町
の
旧
内
務
省
測
量
司

の
中
に
気
象
掛
が
で
き
、
東
京
気
象

台
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
天
気
予
報
の
精
度
が
急

速
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
予

報
を
活
用
す
る
た
め
に
も
、
も
っ
と

気
象
の
こ
と
を
知
っ
て
お
き
た
い
も

の
で
す
．

「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中
！

　
み
な
さ
ん
の
裏
山
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？

　
　
　
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
林
業
事
務
所
　
安
塚
支
所
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ほ
く
ほ
く
初
体
験
記

　
”
電
車
を
降
り
る
と
、
そ
こ
は
ふ

る
里
松
代
で
あ
っ
た
”
。
こ
れ
は
私

に
は
想
像
を
超
え
た
新
鮮
な
驚
き
で

あ
っ
た
。

　
五
十
八
年
の
人
生
で
、
た
く
さ
ん

の
電
車
に
乗
り
、
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
駅
に
降
り
立
っ
た
が
、
そ
こ
が

ふ
る
里
の
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
度

も
な
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
と

こ
ろ
が
こ
の
駅
は
違
う
。
降
り
立
っ

た
目
の
前
が
ま
さ
し
く
わ
が
ふ
る
里

な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
記
念
す
べ
き
三
月
二
十
二

日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
。
心
配
し
て

い
た
湯
沢
駅
で
の
発
車
ホ
ー
ム
は
す

ぐ
に
わ
か
り
、
満
員
の
乗
客
を
乗
せ

た
電
車
は
ほ
く
ほ
く
線
を
直
江
津
に

向
け
て
出
発
す
る
。
六
日
町
ま
で
は

さ
し
た
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
こ
か

難

佐

ら
は
様
相
が
一
変
す
る
。
ほ
と
ん
ど

が
ト
ン
ネ
ル
で
外
は
真
っ
暗
で
あ
る

の
に
加
え
て
、
初
体
験
の
私
に
は
あ

た
か
も
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
、
線
路

の
な
い
道
の
空
間
を
突
き
進
ん
で
い

る
よ
テ
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
、
　
「
ほ

ん
と
に
松
代
に
行
く
の
か
な
あ
。
」

と
い
う
の
が
実
感
で
あ
っ
た
。

　
十
日
町
で
は
か
な
り
の
人
が
降
り

た
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
勢
の
乗
客
が

ホ
ー
ム
や
階
段
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、

結
局
、
積
み
残
し
た
ま
ま
発
車
と
な

る
。　

や
が
て
、
　
「
次
は
ま
つ
だ
い
」
と

い
う
電
光
掲
示
に
変
り
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
流
れ
る
。
こ
れ
に
も
や
や
と
ま

ど
っ
た
。
電
車
の
中
で
ふ
る
里
の
名

を
呼
ば
れ
て
み
る
と
な
ん
だ
か
照
れ

臭
い
よ
う
な
、
誇
ら
し
い
よ
う
な
妙

な
気
持
ち
に
な
る
。
こ
れ
は
、
一
体

何
故
だ
ろ
う
か
。

藤

直

室
野
・
門
田

義

埼
玉
県
新
座
市
在
住

　
そ
し
て
、
つ
い
に
松
代
駅
に
降
り

立
ち
、
冒
頭
の
感
動
に
ひ
た
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
駅
前
は
沿
線
随
一
の

盛
大
な
祝
賀
の
さ
中
で
あ
っ
た
。
町

民
の
喜
び
の
顔
を
見
る
の
も
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
目
の
あ

た
り
に
す
る
と
、
前
夜
祭
も
見
て
お

き
た
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
次
第
で

あ
っ
た
。

松
寿
大
学
発
足
10
周
年
記
発
式
典

　
五
月
十
五
日
、
松
代
町
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
創
立
十
周
年
を
記
念

し
て
松
寿
大
学
（
美
濃
和
英
学
長
）

は
、
二
百
人
余
り
の
参
加
者
を
迎
え

盛
大
に
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
君
が
代
や
校
歌
を
全
員
で
合
唱
し

た
あ
と
美
濃
和
学
長
は
「
こ
れ
か
ら

は
『
受
け
る
福
祉
か
ら
創
り
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
特
別
功
労
者
の
表
彰

「
、
1
隔
！
！
！
！
！
！
鞠
、
亀
㌔
唾
、
陰
覧
！
！
1
、
！
亀
、
－
噂
陰
、
謄
噺
！
1
、
！
！
1
、
1
、
ー
、
！
o
、
隔
鞠
！
！
1
、
！
！
！
軸
、
！
1
、
軸
馬
亀
鴨
o
i
、
！
1
、
亀
し
！
！
軸
、
！
腎
、
陰
舳
亀
、
！
臨
、
鞠
し
陰
、
隔
㌧
！
！
l
i
、
1
、
！
亀
、
隔
㌧
！
！
ー
㌧
働
』
陰
ミ
i
・
！
！
！
ミ
！
ミ
！
ミ
9
！
！
ミ
！
§
！
ミ
亀
i
・
！
1
ー
i
Q

｝　　　　　　　　　　　　　　」富　　　　　　　　　　　　　」一　　　　　　　　　　　　　49　　　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　響　’　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　　’儒　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　一’　　　　　　　　虚’　　　　　　　　一’　　　　　　　一　’　　　　　　　8’　　　　　　　一θ　　　　　　一」　　　　　　一タ　　　　　ー4　　　　　一　ρ　　　　02　　　　0θ　　　　4　　　■　一　　　4　一　　一　　一　ρ　　曜’　一’　一ρ一　9富’

“遁東京

だより

5／10組織総務委員会合同会議

　　　　　　　　於池袋大田屋

　　　國9年度会費納入状況と

　　　　　　　未納者への対応

　　　國新会員募集について

5／15松寿大学創立十周年記念

　　　式典で関谷松代町長より

　　　最高顧問関谷徳次郎氏他

　　　渋谷チーム代表3名が、

　　　永年の貢献により表彰さ

　　　れました。

6／5第2回役員会　於県人会
　　　館　企画委員会の予定を

　　　役員会に変更。

　　　予算案などを承認

〈趣味の会〉

つり7／6房総海岸でイサヤ釣

　　智関谷孝　0489－43－7376

観劇7／20　歌舞伎教室　尾上

　　菊五郎「越後獅子」3，500円

　智市川昭二　〇3－3999－3001

〈つどい〉6／22松代高校東京

　　　　支部総会　於青年会館

　智佐藤直義　0484－77－6788

福
祉
』
の
時
代
、
高
齢
者
が
変
わ
れ

ば
町
が
変
わ
る
…
そ
ん
な
心
意
気
で

仲
良
く
楽
し
く
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
席
で
、
東
京
松
代
会
の
関
谷

最
高
顧
問
に
特
別
功
労
者
表
彰
が
、

ま
た
、
東
京
松
代
会
と
渋
谷
チ
ー
ム

に
感
謝
状
を
贈
呈
。
鈴
木
前
学
長
を

始
め
役
職
五
年
以
上
経
験
者
に
感
謝

状
、
大
学
在
籍
十
年
以
上
者
に
顕
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
祝
賀
懇
親
会
、
十
周

年
の
思
い
出
と
、
お
互
い
の
健
康
を

た
た
え
合
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
四
月
三
日
に
は
、
開
業
し
た
ば
か

り
の
ほ
く
ほ
く
線
で
東
京
上
野
に
修

学
旅
行
。
東
京
松
代
会
の
皆
様
と
も

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
は
県
内
で
も
注
目
の
的
。
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
6
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
｛
呂
　
8
　
　
…
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露封
　
　
し
ぶ
み
句
会

満
開
の
水
仙
の
も
と
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

薦
擦
気
分
も
少
し
若
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

ブ
ラ
ン
コ
の
大
振
り
競
ふ
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
と

や
う
や
く
に
出
荷
で
き
た
り
独
活
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哲
　
山

店
先
に
ぜ
ん
ま
い
む
し
ろ
小
商
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

ぜ
ん
ま
い
も
独
活
も
畑
の
も
の
と
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　
　
　
　
　
　
ざ
ヤ
リ

老
農
の
草
靴
も
晒
す
残
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

発
祥
の
記
念
碑
除
幕
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
，
　
　
〆

ノ
ノ
、
　
　
，
ノ
　
　
　
〆

偽
グ
／
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濯
碍
瓢
、
ザ
翠
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
「
■
『
　
1

　
　
　
　
　
ー
一

　
　
　
F
　
』

　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
、

　
　
彦
喚

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
〃
，
－

〃
・
　
　
　
　
‘
　
　
　
、
〃

げ
」
　
！
　
　
．
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ー
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力
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1

　
　
　
　
　
，
｛
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旺
へ
団

　
　
　
　
　
　
　
き
幼
・

　
　
　
　
　
　
　
ワ
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，
．
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
ー
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爵
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ノ
μ
5
■
　
F

　
　
　
　
　
　
孟
聞
潤
’

　
　
　
　
　
畷
渋
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臼
’
年
如
ザ
以

　
　
盧
　
　
剰
ρ
嶋
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武
噛
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嗣
　
　
塙
～
㎞
h
－
募

　
　
　
　
　
　
■
－
D
回
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）
眉
艦
『
い
F
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－
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『
ド
娯
蟹
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筋
山
星
硫
h
－
、
－

　
　
　
　
　
が
ψ
ハ
，
ン
臨
加

　
　
　
　
　
　
」
　
　
■

　
　
　
　
　
　
げ
－
，
”
1
ー
、
小
弓

　
　
　
　
　
　
・
’
　
拶
’
■
β

　
　
　
　
　
写
駐
島

　
　
　
　
　
　
　
匹
μ
、
＾

　
　
　
　
　
　
　
硬
－
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／
〆
　
　
　
　
聯
昌
，

　
　
1
一
　
　
ノ
　
　
　
　
　
“
，
P
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F
　
　
　
辱
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
p

　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
1

　
　
　
－
－
一
　
　
　
『
q
・
摺
、

『
　
　
　
　
　
　
　
戸
、
一

　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
’
臼

六
十
年
待
ち
し
電
車
で
花
見
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

も
て
な
し
に
生
味
噌
添
え
し
芽
独
活

哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

田
に
水
の
満
ち
て
は
た
め
く
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

す

播
り
鉢
の
ま
ま
で
差
し
出
す
木
の
芽

あ
え和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

冬
囲
解
き
忘
ら
れ
し
森
の
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ち
　
　
し

田
起
し
の
腰
を
伸
ば
せ
ば
堆
子
鳴
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

隅
植
え
は
女
の
役
目
大
田
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

雪
残
る
花
壇
に
咲
き
し
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

　
　
蒲
生
句
会

杉
菜
道
友
の
枢
が
持
ち
出
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

夜
蛙
の
遠
く
近
く
の
子
守
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

先
代
に
似
て
き
し
と
い
う
代
田
掻
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

大
木
を
丸
抱
え
し
て
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
　
風

　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
に
お
と
と

タ
ン
ポ
ポ
の
穂
紫
を
と
ば
す
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

妻
の
愚
痴
聞
き
流
し
お
り
夕
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

巣
燕
や
孫
が
来
た
よ
な
賑
や
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

春
蝉
を
わ
ん
わ
ん
鳴
か
せ
子
等
炊
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

行
く
春
や
休
耕
田
に
草
長
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

さ
ん
し
ょ
　
　
　
　
　
す

山
椒
の
芽
播
っ
て
酒
豪
の
父
を
恋
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
短
　
　
　
歌

新
樹
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
色
示
し
つ
つ

山
は
日
毎
に
ふ
く
ら
み
ゆ
く
も

ぬ
め
り
あ
る
野
菜
は
体
に
良
し
と
聞

き
モ
ロ
ヘ
ヤ
の
苗
畑
に
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

山
菜
を
送
れ
ば
友
は
な
つ
か
し
と

食
べ
方
ま
で
聞
く
受
話
機
通
し
て
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∩
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1

　
　
　
　
《
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・
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3
ヒ

局
い
㍗
卑
力
q

六
醒
大
透
い
　
　
束
，
～

　
　
　
　
　
の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
な
つ

ス
ト
レ
ス
を
逃
れ
て
ひ
と
り
初
夏
の

　
　
　
　
　
う
る
お

山
の
緑
に
心
潤
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

五
月
晴
れ
外
遊
び
す
る
園
児
ら
の

と
り
ど
り
の
声
日
毎
高
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

　
園
聯
糠
楠
鐵
灘
灘
．

』
、
勢
灘
蟻
離

　
　
　
　
　
　
　
　
』
瀦
峯
灘
科
磁
．

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
葉
を
野
菜
サ

ラ
ダ
や
養
鶏
飼
料
に
使
っ
た
そ
う
で

す
。
乳
牛
の
乳
の
出
を
よ
く
す
る
た

め
、
北
海
道
で
一
時
西
洋
タ
ン
ポ
ポ

が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
日

本
全
土
に
は
び
こ
り
在
来
種
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
黄
色
の
頭
上
花
の
外
側
に
、
緑
の

そ
う
ほ
う

総
苞
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
総
苞
片

が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
て
、
ど
れ
も

ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。

総
苞
片
の
先
が
上
を
向
い
て
い
る
の

が
日
本
の
在
来
種
で
、
下
を
向
い
て

い
る
の
が
洋
種
で
す
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
前
名
人
　
武
宮
正
樹

　
黒
先
白
死
（
5
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
初
手
で
余
計
な
こ
と
を

　
　
し
な
い
。

　
　
3
分
で
初
段
　
1
分
以
内
で
三
段
。

　　　　o．倉準個マつ鉱9蓄94ミ
仁善よ（〃ε蓄立⊃ぞ曳＞身OfZ科
日’圭峰さ4a寸ω1蓄〈鶴ヨ【聲罪〉
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雛樹し藩δく勧てお戴1 羅保奮園醸謹鱗轟組置鵜灘嚇簾

肇

葦1〆

夢

く
ん
　
金

芥
板

　
歳
堺

晒
裕
　
小

堺
4
野

小
　
室

　　　し　おり
市川史織荒
　　4　歳
田沢・よえん

　　りょう　た
佐藤亮太玩
　　4　歳
滝沢・きざいむ

【日時】　10月25日（土）13：00～

【場所】　北蒲原郡中条町

新潟・イリノイ友好会館ホール

【応募資格】　県内在住・通学の

高校生及び中学生（英語圏で2

年以上生活経験の方を除く）

【部門】　高校生及び中学生の部

【テーマ】両部門とも自分自身

をある有名人や歴史家などの人

物、物、動植物等に例え自由に

創作したもの。奇想天外な発想

ユーモアあふれるものを希望。

スピーチの冒頭は「1’mOO」。

【応募方法】応募者自身の3分

以内のスピーチをカセットテー

プに録音し、9月16日（火》必着で。

【表彰】　各部門ともグランプリ

準グランプリ各1名、優秀賞2

名を表彰し記念品を贈呈。副賞

として「アメリカ2週間の体験

留学」と、「東京ディズニーラン

ドの旅」に招待。

【応募先】〒959－26北蒲原郡

　中条町長橋下276－1新潟・イ

　リノイ友好会館内「スピーチ

　コンテスト実行委員会」

　　　　　　　　事務局宛て
【問い合わせ】　同上友好会館

　盈0254－43－6570FAX43－6492

BSNラジオ
　「心に残るいい話」

　　　　　体験記募集！

《募集テーマ》　いずれかを選択

①おじいちゃん（おばあちゃん）

　　にもらった心のプレゼント

②家族めきずな

③忘れられない出会い

《応募締切》　9年7月14日（月）

《応募様式》400字詰原稿用紙

　　3枚以内（1000字程度）

《応募規定》　ご自分なケ）のタイ

トルをつけ、原稿の最後に郵便

番号、住所、氏名（フリガナ）、

年齢、職業、電話番号を記入。

ペンネーム希望の場合も本名明

記。一人一編に限ります。

《作品の発表》　7月14日（月）から

　10月10日㈹の毎週月～金曜日

「リバーサイドウェーブ」放送

　時間内の13：54頃から5分間

＆10／9～13の5日間新潟市産

業振興センターで開催される

　「まなびピア新潟97」で展示。

《あて先》　〒951新潟中局区内

　BSNラジオ「心に残るいい
　話」体験記募集係

《お問い合わせ》　㈹倫理研究所

　　　　　広報部　上田晴世

〒101千代田区三崎町3－1－10

奮03－3264－2251FAX3239－7431

　放送授業を収録したビデオ・

オーディオテープを利用し、約

300科目から自由に選ぶことに

より興味に応じた学習をするこ

とができます。

　入学試験はなく、18歳以上の

方ならだれでも入学できます。

■募集期問　8月15日（金）まで

■授業開始　10月1日（㈱）よ『）

■募集学生の種類と学費

　　選科履修生（1年間在学）

　　　　　　入学料6，000円

　　科目履修生（6ヵ月間在学）

　　　　　　入学料4，000円

　※授業料は4，000円／1単位

■募集要項は無料配布します。

■お問い合わせ先

〒951新潟市旭町通2番町746

　放送大学新潟地域学習

　センター　智025－228－2651

〔放送大学ホームページ〕

　http：／／www．u－air．ac．jp／hp

〔24時間FAX情報サービス〕

　　　　　　043－211－8351

♪手話で聞く

　　ロックコンサート♪

「シャンテ」in十日町

【と　き】　6月28日仕）開場1時

　　　　　　午後2時～4時
【ところ】　クロス10（十日町市）

十日町市本町6智0257－57－2323

【入場料】　前売券1，500円（当

日券は1，800円中学生まで無料）

【主催】㈹十日町青年会議所

　　　　　　盈0257－57－5111

【後援】新潟県、松代町など

　
電
波
は
目
に
は
み
え
ま
せ
ん
が
、

公
共
的
な
分
野
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
・
携
帯
電
話
と
い
っ
た
身
近
な
も

の
に
ま
で
利
用
が
進
み
、
私
た
ち
の

生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
電
波
は
石
油
や
石
炭
と

同
じ
よ
う
に
限
り
あ
る
天
然
資
源
で

す
。
そ
こ
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
電
波
の
恩
思
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
電
波
利
用
の
ル
ー
ル
（
電
波
法
）

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
無
線
通
信
や

家
庭
内
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に

い
ろ
い
ろ
の
混
信
妨
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
混
信
妨
害
の
多

く
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
無

線
局
（
国
の
免
許
を
受
け
な
い
で
不

法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
）
か
ら
発

射
さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
不
法
無
線
局
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

生
活
を
守
り
、
多
く
の
入
が
安
心
し

て
電
波
を
利
用
で
き
る
よ
う
不
法
無

線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

電波はみんなの

財産です！
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新潟県警察官A募集！

◇採用予定人員

　　男子警察官A　67名

　婦人警察官A　5名
◇受験資格　昭和43年4月2日

　から昭和51年4月1日までに

　生まれた人で、大学を卒業、

　または平成10年3月31日まで

　に卒業見込の人

◇受付期問　6月19日（木）まで

◇第一次試験　7月13日（日）

　新潟県庁
◇願書、問い合わせ

　警察署・交番・駐在所へ

　県立松代病院において、糖尿

病についての話、食事や薬、日

常生活について下記のとおりご

相談に応じています。お気軽に

お出でください。

【場所】松代病院3階会議室
【日時・内容・担当者】

①6月17日（火》AM8：30～10：00

　★糖尿病について

　★食事療法について

　　（登坂院長・小林栄養士）

②6月25日㈱PM1：30～3：00

　★薬物療法について

　★食事療法にづいて

　（椿薬剤部長』小林栄養士）

③7月1日（シリAM8：30～10：00

　★日常生活について

　★薬物療法について

　（内科看護婦・椿薬剤部長）

　ご希望の方は、電話で「内科

外来」までお知らせください。

予約いたします。費7－2100
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　平成9年4月1日から、週40
時間労働制が全面的に適用され

ています。また、週40時間労働

制の円滑かつ確実な定着を図る

ため、省力化投資、新たな労働

者の雇い入れ、及び労働時間制

度改善等への取ン）組みに対して

助成を行う「中小企業労働時間

制度改善助成金」制度が新たに

創設されました。

　助成金の支給額は、次のとお
りです。

◎・50万円以上の省力化投資等の

　　措置（労働者30人以下）

　　　　　　支給額　20万円
◎＞150万円以上の省力化　　〃

　（労働者31人以上100人以下）

　　　　　　支給額　40万円
◇雇い入れ措置　　　　20万円

◎・コンサルタント活用措置

　　支給額要した費用の額

　　　　　　（上限10万円）
【詳しいお問い合わせは】

　十日町労働基準監督署

　〒948十日町市字都宮9番地

　智0257－52－2079FAX52－3864

平成9年度

自衛官募集！
　防衛庁では、次のとおり自衛

官を募集します。詳しくは、自

衛隊新潟地方連絡部高田募集事

務所へお問い合わせください。

　　　　（暦0255－23－5519）

＊＊＊＊一般・高卒用＊＊＊＊

《2等陸・海・空士》

18歳以上27歳未満の男子・女子

受付期間　8月1日～9月12日
《一般曹候補学生》

18歳以上24歳未満のもの

受付期間　8月1日～9月9日
《曹候補士》

18歳以上27歳未満のもの

受付期間　8月1日～9月9日
《航空学生》

高卒（見込み）21歳未満のもの

受付期間　8月1日～9月9日

国民年金Q＆A

Q　会社を退職しました。次の

　転職先も決まっているのです

　が、勤めはじめるまで3ヵ月

　あります。その間の空白期問

　も年金に加入しなければなら

　ないのでしょうか。

A　20歳から60歳になるまでの

　間は何らかの年金制度に加入

　し、保険料を納めなければな

　ン）ません。65歳になった時に

受けられる老齢基礎年金も、

40年間納めて満額の年金額に

　なケ）ます。たとえ1ヵ月でも

未加入期間があると減額され

　ます。あなたの場合も、再就

職するまでの3ヵ月間は国民

年金に加入して、保険料を納

める必要があります。すぐ加

入の手続きをしてください。

　　税務議藁募業籔・

　　　醗霧鑛懸鞍鞠

【採用試験】　税務職員は、国家

公務員採用皿種試験（税務）の

合格者の中から採用されます。

III種試験の概要は次のとおり。

《受験資格》昭和52年4月2日

　～55年4月1日生まれの者。

《試験の程度》高校卒業程度

《受験申込受付期間》

　平成9年6月25日～7月2日
希望する受験地の人事院地方事

務局へ。なお、申し込み用紙な

どは高田税務署などにあります。

　〒943上越市西城町3－2－18

　　　　TEL　O255－23－4171
《試験日と試験内容》

第一次試験…平成9年9月7日
　教養・適性試験及び作文試験

第二次試験…平成9年10月16日

　　人物試験及び身体検査。

《合格発表》第一次…10月13日

　　最終合格者発表…11月14日

　※掲示…人事院各地方事務局

《問い合わせ》詳細については

　　関東信越国税局新潟分室

　　　智025－224－3710まで
または、タックスアンサーで、

暦025－223－2299の後、案内に従

って9310で概要が分かセ）ます。
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私
は
、
上
越
の
高
校
そ
し
て
千
葉

の
大
学
を
卒
業
し
、
お
よ
そ
7
年
ぶ

り
に
松
代
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　　鞭

矯

高橋将樹㌦
（千年・げんべえ）
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私
は
今
し
ぶ
み
農
業
協
同
組
合
で

働
い
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
来
た
当
初

は
、
松
代
の
地
理
的
な
こ
と
や
言
葉

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
で
は

す
っ
か
り
昔
の
記
憶
も
戻
り
、
松
代

に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
今
、
町
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
で
週
2
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
た
く
さ
ん

集
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
な
い
人
数
で
も
ま
じ
め
に

そ
し
て
た
の
し
く
練
習
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り

練
習
の
後
に
飲
む
生
ビ
ー
ル
は
最
高

で
す
。
け
っ
し
て
酒
を
飲
む
た
め
に

練
習
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
運
動
を
し
た
後

と
い
う
の
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
た
く
な

る
も
の
で
仲
間
で
飲
み
に
行
く
と
、

つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
大
会
も
始
ま
り
ま
す

の
で
し
っ
か
り
練
習
し
て
大
会
で
は

優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
私
達
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
方
は
、

水
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
の
夜
8
時
頃

に
総
合
体
育
館
に
来
て
み
て
下
さ
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
仲
間
が
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
声
を
か
け
て
下

さ
い
。

“

　男　2，315人　　（一9人）

　女2，346人（一7人）
　計4，661人（一16人）
世帯数1，467世帯（一2世帯）

　出生O人　　死亡5人
　転入2人　　転出13人
　　（9年5月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

▼
夢
の
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
舞
台
で
歌

え
る
な
ん
て
…
。
先
月
行
わ
れ
た
N
H

K
の
ど
自
慢
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
誰
か
が

言
っ
て
い
た
言
業
を
思
い
出
し
ま
す
。

夢
に
み
る
ほ
ど
歌
が
好
き
、
そ
れ
が
実

現
し
た
の
で
す
か
ら
。
　
『
夢
』
っ
て
い

い
言
葉
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
▼
私
の

み
る
夢
は
セ
ピ
ア
色
、
天
然
色
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
幼
い
こ
ろ
の
夢
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
そ
れ
も
苦
し
い
夢
ば
か
り
…
。

楽
し
い
夢
と
い
え
ば
半
日
が
か
り
で
歩

き
続
け
た
「
七
つ
詣
り
」
で
し
ょ
う
か
。

▼
今
年
は
三
十
人
を
越
え
る
男
の
子
達

が
国
指
定
重
要
文
化
財
「
松
苧
神
社
」

へ
初
登
山
。
ビ
デ
オ
も
写
真
も
豊
富
な

現
代
の
子
供
た
ち
は
幸
せ
で
す
が
、
曖

昧
な
記
憶
だ
け
を
頼
り
に
「
あ
の
こ
ろ

を
童
話
に
で
も
か
け
た
ら
な
あ
…
」
気

が
つ
く
と
、
ほ
く
ほ
く
線
鍋
立
山
ト
ン

ネ
ル
で
夢
を
見
て
い
ま
し
た
。
さ
あ
て

仕
事
の
計
画
で
も
考
え
な
け
れ
ば
…
。
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同團勘團回
（4月26日～5月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

幸樹・草津　恵美歳

　（松代・釜田住宅）

牧田

ご冥福を祈ります（死亡）

宮澤文太郎曳　　88歳

　　　　　　（下山・たかはら）

山岸　　光㌦　　68歳

　　　　　　　（蒲生・たなか）

佐藤コマツ歳　　81歳

　　　　　　（室野・ていてつ）

小堺　　武㌦　　71歳

　　　　　　　（蓬平・げたや）

若井　文藏荒　　94歳
　　　　　　　（蓬平・だいく）

池田　ノブ哉　　87歳

　　　　（田野倉・ていごろう）

〈お詫びと訂正〉

　先月の出生欄で関谷裕文筏の

母親名に誤セ）があ｝）ました。正

しくはランバコドヴィリアヌエバ・エユドラ

さんです。ご迷惑をおかけしま

した。謹んでお詫びいたします。

　　oこわず
　そうきょう　　やす　　　しゆせい　　かた

＊創業は易く守成は難し

新しく事業を発足させる時には

遠大な夢や希望に燃えているの

でどんな困難も乗り越えていけ

るものだが、一度軌道に乗り、

その事業をしっか1）と守1）育て

るという段になると、心がおご

りファイトも薄れてはるかに難

しくなるものだということ。
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